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１。本書は、石川県羽咋市四柳町に所在する「四ｌ！」昨］山下遺跡」の発掘調査報告書である。
２．本調査は、個人住宅建設にともなうむので、羽咋市教育委員会が実施した。調査に係る費
用は国庫の補助による。
３．調査は、羽咋市教育委員会社会教育課主事今井淳一・同嘱託牧山直樹が担当した。また庶
務は同係長沢通則があたった。
４．調査期間は平成５年４月１２］から５月２５日まで延べ２４日問を要した。
５．出土遺物の整理にあたっては、遺物洗浄・接合・記名・実測・トレース作業を牧山直樹・

楠みち子・能山真登加・里見節子、図版作成を今井淳一・牧山直樹、写真撮影を谷内碩央が
それぞれ分担した。

６．遺構・遺物の挿図に対する指示は下記のとおりである。
田挿図の縮尺は掲載のスケールで示した。
（２）方位はすべて磁北を示している。
（３）水平基準は海抜高を示している。
（４）写真図版の遺物には通し番号を付し、本文中の挿図番号に一致する。

（５ト土器実測図の断面は、須恵器を黒塗り、その他の上器類を白ぬきで示した。
（６）遺構の略号はっぎのとおりである。

土坑［ＳＫ］・畝状溝［ＳＵ］・川途不明の遺構［ＳＸ］
７．調査によって得られた資料は、ｊ」１咋市教育委員会が一括して保存管理にあたっている。

８．発掘調査から報告書作成に至るまで、多くの方々や機関からご教示・ご協力をいただいた。
以下にご芳名を記して深甚の謝意を表したい。（敬称略・順不同）

浜 岡 賢 太 郎 四 柳 嘉 章 小 嶋 芳 孝 垣 内 光 次 郎 北 野 博 司 木 立 雅 朗 川 畑 誠

石川県教育委員会石川県立埋蔵文化財センター石川県埋蔵文化財保存協会
四柳町町会大町町会酒ｊＪニロ１１丁町会金丸山町会下曽祢町会

羽咋産業建設株式会社羽咋市歴史民俗資料館
９．本報告書の執筆分担は、っぎのとおりである。

今井淳一第１章・第３～６章
牧 山 直 樹 第 ２ 章

１０．本書は今井淳一が編集した。



第１章遺跡とその周辺
１

古代における能登国は石川県の北半部、日本海に大きく突き出た能登半島をその領域とし、

養老二年（７１８）二月に越前国から羽咋・能登・鳳至・珠洲の四郡が分離して一国の扱いをう
けている（第一次立国）。そのなかでも最大の生活舞台としてあり続けているのが邑知地溝帯
と呼ばれる細長い沖積地であり、半島基部南西端の羽咋から北東端の七尾まで平均幅約５ｋｍ、
長さ２５ｋｍの半島横断路として、各時代の文化形成に大きな役割をはたしてきている。
四柳白山下遺跡はこの地溝帯の中央部南寄りに位置し、旧邑知潟（干拓前）北東岸にあたる

扇状地上に展開している。また、文献史料によれば、このあたりは古代の官道（駅路）に指定
されており、加賀国の深見駅で北陸道の本路から支路が分岐して、地溝帯南側の石動山系丘陵
の山麓沿いを北上していく道筋にあたっている。

さらに、『延喜式』巻二十八、兵部省の「諸国駅伝馬」条は加賀国の横山駅に続いて能登国
に撰才、越蘇の二駅、各五疋を記しているが、このうち、撰才駅の遺称地とされているのが、
現在の羽咋市余喜地区であり、『日本地理志料』や『石川県史』では式内社の蝕喜比古神社が

鎮座する大町および本遺跡が所在する四柳町周辺に撰才駅を想定している。余喜地区は陣：名

第１図位置と地形概念図



２

類聚抄』記載の能登郡与木郷に比定される地域で、この郷名の初見といわれる「越前国能登郡
翼倚里」と記された平城宮出土木簡に、和銅六年（７１３）と紀年銘が入っていることから、少
なくとも律令体制初期の段階には、越前国に属しながらも地方行政の末端区画として編成され
ていたことがうかがわれる。また、能登における官道（駅路）設定の時期は明かではないが、

前述した第一次立国の段階には機能しはじめたようである。

- 一 一
-

０ ５ ｃ ｍ
」二エｊ、一１⊆⊇⊇Ｊ

第２図調査区周辺採集支脚実測図

一方、余喜地区周辺は昭和二十年代に実

施された耕地整理の際に、かなりの量の考
古資料が出土したことでも知られていたが、
平成元年（１９９０）と翌二年（１９９Ｄに行わ
れた本遺跡の第一・二次発掘調査からは、
当時の状況を探る上で貴重な考古資料が得
られている。
特に、検出された掘立柱建物は三度にわ

たる同一地点での建て替えであり、建物以
外の遺構である配石や柱列、溝なども主軸

方位の同一性に基づいて配置されたもので
あった。これらの建物の柱穴掘形やその他
の遺構および包含層から出土した墨書土器

を始めとする土器群の型式は８世紀前半代を示しており、官従的な遺跡の性格に加えて、律令

体制下で能登国が第一次の立国をしたのち、天平十三年（７４１）に越中国へと併合され、天平
勝宝九年（７５７）に再び分立（第二次立国）するという経過のなかで、与木郷域内にも集落が
成立し、存続していたことの積極的な傍証となっている。
また、邑知地溝帯を縦走する形で事業が進行している国道ＴＬ５９号鹿島バイパス改築工事に

よって、本遺跡の北東方向（０．５～１．５ｋｍの範囲内）でも小金森ヘイナイメＢ遺跡、曽祢Ｃ遺跡、

高畠カタタ・スギモト遺跡など古代の集落跡が石動山系の山麓沿いの緩斜面上で次々と確認・
調査されており、当時の官道に沿って展開した人々の営みが想定される。
こうした交通路沿いの集落分布状況に対して、本遺跡の北西約１ｋｍ、邑知地溝帯の中央部に

位置している大町Ｃ遺跡からは、平成三年（１９９２）の発掘調査によって、「大町」と記された
墨書土器や横板井篭組の井戸などが確認されており、９世紀後半から１０世紀前半にかけて旧
邑知潟に接した湖上交通の集落が存在したことは確実であろう。
羽咋郡の郡家と能登郡の郡家および能登国府を結ぶ官道（駅路）沿いで、旧邑知潟に面する
とともに、両郡の接点にあたる本遺跡周辺は、古代の能登国や邑知地溝帯を考える上において

注目される地域であり、考古資料と文献史料との一致が期待される地域といえる。



註
第 １ 章 遺 跡 と そ の 周 辺 ３

（１）筆者が行った聞き取り調査によれば、土器以外の資料が出土したことも間違いのないところである

が、当時の出土資料はほとんど確認されていない。わずかに註２文献で紹介した四柳町在住の四飯弥
一氏が本遺跡周辺で採集された「文（交９）易」「田地」「田地八十」と記された墨書土器やその他の須

恵器・土師器片が知られるにすぎない。

また、図２に掲載した支脚は、筆者が昭和６２年（１９８７）に第３次調査区近くで表採したものである

が、現在でも周辺の水田は遺物の散布が認められる。

（２）『四柳白山下遺跡Ｉ・ｎ』１９９０．↓９９１羽咋市教育委員会

（３）『社団法人石川県埋蔵文化財保存協会年報２・３ＪＤ９１・１９９２石川県埋蔵文化財保存協会

（４）『拓影石川県立埋蔵文化財センター所報』第３６号１９９１石川県立埋蔵文化財センター

（５）現在の行政区画においても「大町」は本遺跡と接する山麓の駅路沿いから大町Ｃ遺跡が立地する邑

知地溝帯中央部までの広がりがあり、「大町」という墨書文字が地名を表すと解すれば、文献史料で

ある承久三年（１２２Ｄの『能登国田数注文』に記載されるのを初見とする遺跡周辺の地名を一挙に平

安時代までさかのぼらせる可能性が強い。
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４

戸 ’ ヽ
Ｓ １ １ １
｀ ト

｜．４

～

り

１ １ １ １

’｜

１９

ニ｝

．ご

Ｓ Ｉ １ １

ｊ ｌ ｌ ｔ

ヘ

ー -

〉

Ｎ

Ｉ

-

第３図四柳白山下遺跡と周辺の遺跡分布図（びＳ？５，０００）

／

ｌ ｌ ｌ ｌ

ｔ ・ １ １

べ

～

４

-



第１表周辺遺跡地名表１
第 １ 章 遺 跡 と そ の 周 辺 ５

遺跡番号 名 称 所在地 所在地通称 種 別 現 状 立睦 時ｆｔ 出 土 品 備 考 文献
０７０３７ 酒井国道遺跡 羽咋市酒井町 散布地 田 丘陵裾 古墳 高坏脚３ 道路工事中採集，
０７１０９ 酒井古墳 羽咋市酒井町 古墳 宅地 丘陵裾 占墳 須恵器 円墳、横穴式石室， ６２
０７１１０ 酒井中世墓群 羽咋市酒井町 蓉 社地 １陵裾 中世 ｌｉ輪塔、板碑
０７ｍ 酒井東古墳群 羽咋市酒井町 古墳 山林 丘陵 古墳 ２基以上，
０７１１２ 四柳やちだ遺跡 羽咋市四柳町 散布地 田 平地 古墳 壷、高坏、器台 １９５８年耕地整理時採集
０７１１３ 四柳貝塚 羽咋市四柳町 貝塚 社地・畑・

宅地
平地 縄文 土Ｓ、石匙１、石

鏃３、磨製石斧、 ７６５，７６８

０７１１４ 四籾中の堂遺跡 羽咋市四柳町 散布地 畑 丘陵 縄文・古墳 縄文土器、石器、
土師器

７６５，７６８

０７１１５ 四回中ｔｔｔ墓群 羽咋市回柳町 オハ力 墓 山林 丘陵斜面 中世 板碑、ｌｉ輪ヨ回と
耳壷２

０７１１６ 四柳横穴群 羽咋市四柳町 横穴墓 山林 良陵斜面 古墳 ７基よりなる，
０７１１７ 四柳白山下遺跡 羽咋市四柳町 白山‾Ｆ 集落跡 田 平地 奈良・平安 土器（墨書土器を

含む）、木器、円面
硯、羽□

１９９｛）、９１年ｉ陣委発掘
鋼船

１６９３，１７７２

０７ｎ８ 四回宮の腰古銭遺跡 羽咋市四柳町 宮の腰 散布地 田 樋 行 珠洲焼甕、末・明
銭３６貫

０７１１９ 四柳ミッコ遺跡 羽咋市四柳町 みっこ 故布地 田 樋 弥生・古墳
０７１２０ 大町横穴群 羽咋市大町上野 オハカノ上 横穴蓉 山林 読斜面 古墳 ２１ｔ以Ｕりなる，
０７１２１ 大町ダイジングウ遺跡 羽咋ｄ吠町 哺宮 散布地 田 平地 中世
０７１２２ 大町いた遺跡 羽咋市大町 なった 散布地 田 平地 不詳 長鞍箆 １９７牌、耕地整理時採

｜（詳細Ｊｔｋ点不明ｈ
０７１２３ 小金森ヘイナイメＢ

訪
羽咋市大町・
鹿島町小金森

散布地 田 平地 奈良・平安 鹿島町小金森地内にま
たがる，

０７１２４ 大町ゴンジョウガリ
遺跡

羽咋市大町 ゴンジョウガリ
（五俵刈）

散布地 田 平地 古墳

０７１２５ 大町Ｃ遺跡 羽咋市大町 巣落跡 田 平地 平安 「１２垂三土器
随

１９９１年県埋文七ンター
発掘調査，

３４（Ｘ）１ 小金森ヘイナイメ
Ａ遺跡

鹿島町小金森 川久深 散布地 田 平地 縄文

３４ａ）２ 小金森ヘイナイメ
Ｂ遺跡

鹿島町小金森・
羽咋市大町

ヘイナイメ 散布地 田 樋 奈良・平安

３４（Ｘ）３ 頻㈹坪遺跡 鹿島町曽豚 大坪 敢布地 田 平地 弥主 Ｕｉ １％序、耕地整理によ
密匹旧「曽祢遺跡
（Ａ）』を改称，

３４朗 曽顧堂田遺跡 鹿島町曽祢 道田の池 散布地 田 平地 弥生 ｊレＷ、上器 １９５９年、耕地整理によ
り発見誦］「微冬生
遺跡」を改弥っ

３４００５ 曽祢Ｃ直跡 鹿島獅誰 集落跡 田 樋 古墳 須恵ａ、土師器
３４００６ 小金森仏教遠路 鹿島町小金森 散布地 田 台地末端 計 鏡 緋地整理により出土．
３４００７ 小金森宮田遺跡 鹿島町小金森 片田 散布地 田 樋 古墳 平蕪、甕 耕地整理により発見，

旧「曽祢遺跡（Ｂ）」
を改軋

３４００８ 曽祢ぱ墳 鹿島町曽祢 占墳 宅地 台地端 古墳 双能文環頭大刀、
耳環、鉄斧、須恵
器（坏蓋、台付長
頚壷、赳、壷

円墳、横穴式石室，
１９０８恥山下京新築に
より発見，墳丘削肌

４８、４９９．５１１
１１７７

曽祢２ｙ１墳 鹿島昭９祢 古墳 宅地 台地端 古墳 円墳（
満穴ｊ

揃７ｍ高０．５ｍ｝
石室つ

曽祢３尽墳 鹿島町曽祢 古墳 宅地 台賎 古墳 円μｌ庖約５ｍ高Ｉ．５ｍ）
周辺が削平され、原形
より小祠ヒ，

３４朗 高畠ケカッチョ遺跡 鹿島町高畠 ケカッチョ 散布地 朗 頴 繩文 磨製石斧
３４０１０ 高畠経塚古墳 鹿島町高畠 古墳 宅地 扇項部 古墳 圭頭大刀２、銅婉

耳環、須恵Ｓ（坏
高坏、敢）

円墳（径１０ｍ）、横穴
式石室，水口窄新築の
原発見、墳丘削平つ

４８．４９９．
ｉ１７７

３４０１１ 高畠稲荷社跡遺跡 鹿島町高Ｍ 散布地 宅地・聡 扇項部 古墳
３４０１２ 高畠弥生遺跡 鹿島町高畠 キクヤ小跡 故布地 宅地 扇頃部 弥生 壷
３４０１３ 高畠遺跡 鹿島町高畠 散布地 田 扇頃部 占墳 堆／」ヽ 形丸底堆、

壷、高坏
１９６０年、緋地整理によ
鮒聊今

５０１、６０８

３４０１４ 高畠カタタ・
スギモト遺跡

鹿島町高畠・曽祢 集鄙 田 平地 古墳～中世 須恵ｌ土師Ｓ、
白磁、青磁、珠洲
焼、勾玉

鼎立柱建物、竪穴状遺
構、土坑，１９９０年県埋
文保存協会発掘調査，

１７６９

３４０１５ 高畠カンジダ遠路 鹿島町高畠 藻 繭 田 平地 縄文・弥生
隷

縄文土器、弥生土
器、珠洲焼

濫立柱建物、ｔ坑、溝
１９９０年県理知１存協会
発掘調査，

１７６９



６

第１表周辺遺跡地名表２

遺跡番号 名 称 所在地 所在地通称 種別 現 状 立地 時代 出 土 品 備 考 文献
３４０１６ 高畠テラダ遺跡 鹿島町藤井・高畠 集落跡 田 平地 奈良～中世 須恵器、土師Ｓ、

珠洲焼
掘立柱建物、土坑、濤
１９８９年県埋文保存協会
発掘調査。

１６９２

３４０１７ 藤井サンジョガリ遺跡 鹿島町福田・藤ＪＦ サンジョガリ 集落跡 田 平地 弥生 弥生土器、パン状
炭化物

平地式住居跡、掘立柱
建物、１９８９年県埋文保
存協会発掘調査，

１６９２

３６０ｎ 正部谷Ｂ古墳群 鹿西町金丸正部谷 古墳 山林 丘陵 古墳 円墳９基。
３６０１２ 宿那彦神像石横遁辞 鹿西町金丸宮地 カナマリヅカ 散布地 山林・畑 寝聶 中世 土師器
３６０１３ 金丸宮地隨墳

（鳥屋塚古墳）
鹿西町金丸宮地 古墳 庭園・竹薮 丘陵端 古墳 円墳（径８ｒｎ、高１．６ｍ），

横穴式石室（両袖式）つ
町指定史跡，

１３３

金丸宮地２号墳 鹿西町金丸宮地 古墳 山林 丘陸 古墳 円墳、横穴式石室，
金丸宮地３号墳 鹿西町金丸宮地 古墳 山林 丘陵 古墳 円墳、横穴式石室，

３６０１４ 金丸宮地遺跡 鹿西町金丸宮地 散布地 田 平地 古墳～剥 須恵器（坏、長類
壷）、土師器（高
坏、壷）

３３９，４４４

３６０１５ 仏性山月 鹿西町金丸沢 寺院跡 畑 谷地 鎌倉 ３１３

３６０１６ ｊｔ丸城跡 鹿西町金丸沢 城跡 山林 丘陵 鎌倉 ３１３

３６０１７ 沢Ａ古墳群 鹿西町金丸沢 古墳 山林 丘陵 古墳 円墳５基，
３６０１８ ｉ尺Ｂ古墳群 鹿西町金丸沢 古墳 山林 丘陸 古墳 円墳３基、方墳１基。
３６０１９ 専願寺跡 鹿西町金丸沢 寺院跡 畑 平地 鎌倉・室町
３６０２０ ｌｔメＬ地顔ｌ跡 鹿西町金丸沢 館跡 宅地 平地 鎌倉
３６０２１ 谷内古墳群 鹿西町金丸谷内 古墳 山林 丘陵 古墳 円墳３基，
３６０２２ ｉ鑓跡 鹿西町金丸沢 散布地 田 山麓 奈か平安 土師器、須恵器
３６０２３ 谷内コショウジ進跡 鹿西町金丸谷内 コショウジ 散布地 田 山麓 奈良司安 土師ｌｉ順恵Ｓ
３６０２４ 谷内プンガヤチ遺跡 鹿西町金丸谷内 ブンガヤチ 隻落跡 山林・宅地

上水道施設
眼隨 縄文～近世 土器、石器、陶磋

鼠木沿、金属Ｓ
１９８５～８９恥県埋文セ
ンター発掘調査，

３６０２５ 金丸杉谷遺跡 鹿西町金丸杉谷 散布地 宅地・田 扇項部 弥生～中世 土師器壷、須恵器
坏、隆平永宝１１、
墨書土器、珠洲焼

１９５７眠耕地整理中発
見，１９８９年、県埋文セ
ンター発掘調査，

掲

３６０２６ 杉谷チヤノバタケ遺跡 鹿西町金丸杉谷 チャノバタケ 集落跡 山林・
上水道施設

丘陵 縄文～近世 土器、石鼠チマ
キ状剛ヒ軋木器
須恵器、土師Ｓ

１９８７、８８年県埋又セン
ター発掘調査，弥生時
代の環濠集落を含む，

１６２２

３６０２７ 金丸杉谷川遺跡 鹿西町金丸杉谷 散布地 畑 扇頂部 弥生 土Ｓ、石鏃 杉訓１より採集，
３６０２８ 杉谷Ａ古墳群 鹿西町金丸杉谷 古墳 山林 丘陵 古墳 鉄鏃 前方後円頂１荘（杉谷

ガメ塚古墳、全長６０ｍ、
葺石），円頂１３基、方墳
８基］９８６～８８年県埋
文センター発掘調査，

石考研会誌
；ｆＳ３５号１９９２

３６０２９ 杉谷Ｂ古墳群 鹿西町金丸杉谷 古墳 山林 丘陵 古墳 前剤勁丿貪１基、円頂
８基，

３６０３０ 杉谷Ｃ古墳群 鹿西町金丸杉谷 古墳 山林 丘陵 古墳 円墳２集
３６０３１ 杉谷ヒガシ遺跡 鹿西町金丸杉谷 ヒガシ 散布地 田 丘陵端 不詳
３６０３２ 杉谷遺跡 鹿西町金丸杉谷 コトミ・

セチシンカイ
散布地 山林 丘陵端 不詳

３６０３３ 杉谷ヤサカ遺跡 鹿西町金丸杉谷 ヤサカ 散布地 畑・宅地 丘陵端 不詳
３６０３４ 能登部姫塚１～２５号墳 鹿西町能登部下 古墳 山林 丘陵 古墳
３６０３５ 能登部‘Ｆ遺跡 鹿西町能登部下 敗布地 畑・社地 扇頂部 縄文～古墳 磨製石斧、碗影土

器、壷
３６０３７ 能登部上宮川遺跡 鹿西町能登郎‾Ｆ 散布地 畑・社地 丘陵端 縄文 磨製石斧
３６０３８ 天神１～１８号墳 鹿西町能登部下 古墳 山林 丘陵 古墳
３６０３９ 能登部城跡 鹿西町能登部下 劾 山林 丘陵 鎌倉
３６０４０ 薬師山・丸山１～１２

号墳
鹿西町能登部下 古墳 山林 丘陵 古墳

３６０４１ 中大門庚中塚 鹿西町能登部下
中大門

塚 荒地 平地 不詳

３６０４２ 能登吝６小学校遺跡 鹿西町能登部下 敢布地 校地 平地 縄文～古墳 縄文土器、弥生土
器、土師Ｓ

１９８９、９０年町教会発掘
調査，

３６０４３ 鰐王山１～７号墳 鹿西町能登部下 古墳 山林 丘陵 古墳 １４５４
３６０４６ 上出遣跡 鹿西町能登部下

上出
頌 歌 畑 丘陵麗 不詳

３６０４７ 徳丸遺跡 鹿西町徳丸 観音山 散布地 畑 丘陵厦 縄文～中世 縄文土器、土師器
須恵器、珠洲焼



第２章調査に至る経過と経緯
７

第 １ 節 第 ３ 次 調 査 に 至 る 経 緯

平成４年ｎ月↑５日に、羽咋市四柳町っ字４４・４５番地の現況地目田に対して、個人住宅の建設
を目的とした開発計画が羽咋市教育委員会（以下：市教委）に提出された。
これを受けた市教委では、この事業予定地が平成元年１月に確認された周知の遺跡（遺跡Ｎ０．

０７１１７四柳白山下遺跡）の範囲内であることから、平成４年１１月１７［ｌに調査対象区域（総面積
↓、０５６❹）内において、バックホーを用いて３箇所（試掘面積合計約３５❹）のトレンチ（試掘

坑）を設定する形で分布調査を実施した。その結果、すべてのトレンチ内において須恵器・上

師器等の遺物が確認され、ただちに関連諸機関と発掘調査に関する協議を行った。
以上の経緯を経て、市教委が事業主体となり、文部省補助金を受けて本調査は実施された。

調査期間は平成５年４月１２日から５月２５日までの２４日間、調査面積は約３１０❹である。
近年、国道１５９号鹿島バイパス改築工事の進行によって、四柳白山下遺跡が存在する同バ
イパス予定地周辺での宅地等の開発が目立ち始めている。本調査の原因である開発もこうした
ケースのひとっであり、通算でいえば第３次調査ということになる。
なお、調査区域・グリッド割等は第４図および第５図のとおりである。
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第４図第３次調査区位置図



Ｓ
第２節調査の経過（日誌抄）

４月１２日（月）小雨
本日より現地入り。調査区を設定し、バックホー
による表土除去作業を行う。

４月１３日（火）晴一時雨
発掘用機材の搬入を行う。
４月１４日（水）～２１日（水）晴（内６日間）
調査区北東端において湧水が激しく排水用の溝を
切り、茶褐色層を閲り下げていく。銭貨出土。

４月２２日（木）雨のち曇り
遺構検出を行い、溝状遺構４条確認。
４月２３日（金）曇り一時雨
茶褐色層の閣り下げと同時に、水準測量を行う。
４月２６日（月）晴
調査区南側は撹乱が激しく、遺構確認できない。
４月２７（火）・２８日（水）曇り一時小雨
遺構検出作業と倹出状況の写真撮影を行う。
４月３０日（金）雨のち晴
溝状遺構の平面図作成。
５月６日（木）晴
溝状遺構を掘り下げ、写真撮影の後レベル記入。
５月７（金）・１１日（火）曇り
灰茶褐色層及び淡青灰褐色細砂質層の掘り下げ。
５月１２（水）・１５日（上）晴のち曇り
灰茶褐色層を掘り下げ、Ｅ４区内において淡青灰
喝色土をベース面とした遺構を検出。

５月１７日（月）曇り
灰茶褐色層を掘り下げ、遺構を検出する。
５月１８日（火）雨のち曇り
遺構を再確認し、平面図作成作業を行う。
５月１９日（水）晴
険出遺構を掘り下げ、平面図の作成、レベル記入
を行う。現地説明会を開催する（３３名参加）。

５月２０日（木）晴
遺構の半掘、平面図への追加、レペル記入などの
作業を同時に進行する。柱穴内の柱根を確認。
５月２１日（金）晴
遺構の完掘作業、平面図の作成、調査区の平板測
量、調査区北・東側壁面の断面図取り等を行う。
５月２４（月）・２５日（水）晴
発掘用機材等の撤収を行い、バックホーによる調
査区の埋戻し作業の完了をもって現地調査終了。

４／１４調査前の供養

５／１７遺構検出作業

５／１９現地説明会

５／２５埋戻し風景
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第 ３ 章 第 ３ 次 調 査 の 概 要

第 １ 節 第 ３ 次 調 査 区 の 設 定

本遺跡の第３次調査は、開発計画（個人住宅建設）を受けて平成４年１１月１７日に行った分布
調査の成果をもとにして、調査区域を設定する作業からはじまった。
分布調査対象区域内に設定した３つのトレンチ周辺が住宅建設予定地に該当しており、いず

れも須恵器、土師器等を主とする遺物を検出したため、これらのトレンチ周辺を中心として約
３１０❹の発掘調査を実施することとした。

今回の発掘調査区の設定には、現況の土地利用に沿って４ｍｘ４ｍ方眼のグリッドを任意に
割り付けた。第５図に示したように、南北方向にアルファベットを、東西方向にアラビア数字
を付して呼称している。この座標が交差する点の名称を交点の東北側のグリッド名とした。
なお、第１・２次調査でも、同様に４ｍｘ４ｍのグリッドが設定されているが、遺跡内を通

過するバイパス予定地内のセンター杭（Ｎｏｊ２６・１２７）を基準に割り付けたものであり、相互に

関丿胆生はない。

第５図第３次調査区グリッド割図
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第 ２ 節 土 層 の 概 要
四柳白山下遺跡は邑知地溝帯の中央部南端、碁石ケ峰山地を開析して流れ出る地獄谷川など

の小河川によって形成された小規模な扇状地の扇端部に立地している。そのため基盤は黄褐色

系の砂質層であり、伏流水の湧き水が激しい所となっている。
第３次調査区の現況は標高１９ｍ前後を測る水田であるが、昭和２０年代に行われた耕地整

理前の様子を「余喜村土地改良区第二工区現形図」に描かれた等高線によって見てみると、山
地との境から東から西方向へと始まる比較的傾斜の急な水田地帯の一角に当たることが判読で
きる。また、第１・２次調査区とは直線距離で３００ｍ弱、その間に小規模な谷状の低地を挟ん
で位置していることになる。
これまでの調査では、黄褐色系の基盤砂層までを掘り下げて遺構を検出してきたが、今回の

調査では現地表面からそこに至る間が古代以降の土地利用によって大きく改変を受けており、
奈良・平安時代の整地層である黒灰色系の砂質粘土層は調査区の南東端部分においてのみ認め
られた。よって、調査区の大半は幾度かの水田化の進行にともなって削られたり、盛土された

土層であるが、土層中には二次的な移動による遺物を含んでいる。
調査区東端における基盤砂層までの平均的な層位を第６図の土層断面図でみると、現耕作土
である茶褐色土（第１層）、淡青褐色細砂質土（第５層）、そしてその下に奈良・平安時代の整

地層である黒灰色砂質粘土層（第７層）が堆積している。残存していた第７層は厚さ２０ｃｍ、標
高１８．６ｍ前後であり、全体的な堆積状況は確認できなかった。しかし、調査区の南東側農水路
での断面露呈部には第７層と思われる堆積層が邑知地溝帯の南東山麓側から旧邑知潟側沖積地
へ、東から西方向に向かって緩やかな傾斜面をなして層向している状況が観察できることから、

調査区周辺においても同様の傾向であったと想定できよう。
遺構の大半はこの整地層から掘り込んでいるため、第１層をバックホーによって除去し、整

地層上面である第５層以下を人力で掘り下げて遺構検出を行った。
しかし、先にも述べたように後世の開田のための撹乱層などが相まって、整地層での遺構検

出は極めて判断がむずかしく、大部分は基盤砂層までを掘り下げて確認した。
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第 ４ 章遺構と遺物
第 １ 節 遺 構 の 概 要

前章でも述べたように、第３次調査区の大半は開田の際の削平、盛土による堆積層であり、
調査区南東端において奈良時代および中世以降の遺構を検出した。発見したおもな遺構には、
畝状溝８条・柱穴・土坑・性格不明の遺構などがある。
これらの遺構のほとんどは、奈良時代の整地層である黒灰色砂質粘土層を掘り込んでいるが、

中世以降とした畝状溝４条は、現耕作土直下にあたる黒褐色粘質土面での検出であった。
全体的には奈良時代を通して営まれた集落の一部を構成していたものと想定されるが、畝状

溝ＳＵＯ↓～０４とその他の遺構は切り合っており、畝状溝のほうが新しい。

第 ２ 節 各 説

（ １ ） 柱 穴 お よ び 小 穴 ［ Ｐ Ｉ ～ １ ０ ］

調 査 区 南 東 端 （ Ｃ ～ Ｅ - ３ ・ ４ グ リ ッ ド 区 間 ） に 位 置 す る 小 穴 状 遺 構 の な か に 、 柱 根 が 残 存

する柱穴Ｐ２・３・４を確認している。限定された小規模な面積のため、掘立柱建物の一部に

該当するのか否かは判断できないので、柱筋の通る南北３間（Ｐ１～９間）の柱列と東西２間

（Ｐ９～１０間）の柱列を抽出するにとどめておきたい。

南北柱間の寸法は北より１５０ｃｍ、１５５ｃｍ、１８０ｃｍ、方位はＮ-２１°-Ｗを測る。東西柱間は

西より１８０ｃｍ、２００ｃｍを測る。柱掘形は一辺４０～５０ｃｍの隅丸方形ないし不整形なものであり、

Ｐ２・Ｐ３に残っていた柱直径はそれぞれ１３３．５ｃｍ、１８ｃｍを測る。

（ ２ ） 用 途 不 明 の 遺 構 ［ Ｓ Ｘ ０ １ ］

Ｄ３区北東端で認められた一辺１２０ｃｍ前後の不整形な掘り込み。検出面からの深さは１０ｃｍと

浅いが、淡灰褐色細砂質土を基本として、灰褐色系粘土や熱を受け変色した粘土面および炭化

物・木炭を多く含んでおり、さらに加熱された円辣（第１６図１８６）や輔の羽口片、小鉱滓など

の遺物が出土していることから、鋳造・小鍛冶などに関連した遺構としてとらえておきたい。

（ ３ ） 畝 状 溝

ＳＵ０１～０４

調査区南東端で検出した南北方向に走る畝状の溝で、いずれも奈良時代の包含層（第７層）

の上面に掘り込まれており、今回の調査で確認できた古代の最も新しい遺構といえる。溝幅は

２０～４０ｃｍ、深さは１０ｃｍ、畝幅（溝間距離）が０．５～０．８ｍ、方位はＮ-１９°-Ｗ前後でまとまっ

ている。検出した長さはＳＵ０４の５．７ｍが最長であり、南側は調査区外のために未検出。

ＳＵ０５～０８

古代の畝状溝と同様調査区南東端に位置しているが、表土直下での検出であり中世以降の遺

構とした。深さは２０～３５ｃｍ前後が平均的で、畝幅（溝間距離）が１．３～１．８ｍ前後、方位はＮ-

８６ ° - Ｗ前後であり、前述ＳＵ０１～０４と異なりほぼ東西方位を示している。
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第 ５ 章 出 土 遺 物
１５

今回の調査で検出した遺物には、須恵器・土師器・石製品・製塩・生産関係の遺物などがあ
る。これらの大半が奈良時代のものであるため、ここでは畝状の溝（ＳＵ）および包含層出土
遺物の説明を中心に記述を進め、総括的な評価は第６章のまとめで行うことにしたい。また、
説明の都合上、同じ器種での分類は『四柳白山下遺跡Ｉ』で抽出した分類に準じている。

第 １ 節 古 代 の 遺 物
（１）須恵器
坏蓋（第９図）
総点数で３４点以上が出土しており、次に述べる有台坏と１器種としての点数が揃っている。
第５表に示したように、口径１１～１２ｃｍ台と１４ｃｍおよび１５ｃｍ台にまとまった分布状況が認めら

れるが、１７ｃｍ台にも一定量の存在が予想される。このなかで器形の知られる資料の相関を示し
ているのが第４表である。この表からは先の口径分布での１１～１２ｃｍ台のものが内面返りをもち、

擬宝珠形のっまみがっく坏蓋Ａ類、口径１４ｃｍ台にはボタン形のつまみも体部も偏平な坏蓋Ｃ類、
口径１５ｃｍ台に天井部からなだらかに口縁端部に移行する笠形の坏蓋Ｂ類の存在が確認できる。
また、出土資料の天井部はすべて回転ヘラ削りが施されており、口縁端部の形態は断面が三

角形を呈するタイプ、端部を外方につまみ出すタイプが主流で、内面返り、巻込、折曲、丸と
いった形態も一定量認められる。断面三角形のものには既往の調査で特徴的であったＢ１類の

出土量は少ない。
有台坏（第９・１０図）
総点数で３５点以上が出土しており、須恵器のなかに占める比率は３４％と食膳具のなかでは最
も量が多い。第６～１０表に示したように、口径１１～１４ｃｍの間に有台坏Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｈ

類といった形態的特徴をもった資料が確認できるが、圧倒的な量比をもつものはない。
また、全形を知ることはできなかったが、底部片の資料から口径１４～１５ｃｍ台で高径指数２５、

底径指数７５前後と偏平な器形の量比がさらに増えることが予想される。
無台坏（第１１図）
個体数２８点以上と食膳具では有台坏に次ぐ量を占めている。そのなかでも口径１１～１２ｃｍ台に
量的なピークがあり、形態的には高径指数３０前後で底部から体部が丸みをもって立ち上がる無
台坏Ｃ類とＤ類の一部が主体となっている。また、高径指数２５と口径と底径との差が他の器形
と比して小さく、偏平なＥ類も一定量認められる。

高坏（第１３図１２５）
坏部から脚部までを復元できるものは出土していない。１２５は脚基部から反りながら水平方

向に開いた脚端部に、やや下方につまみ出した端面をっくる無蓋高坏になると思われる。
壷・瓶類（第１１図１０５・１０６・第１２図１０７～１０９・第１３図１２３～１２８）
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１ Ｕ ． ８ １ ３ ４ ０ ０ １ １ ． ７ ９ ４ ６ ０ ０ １ ２ ． ７ ア ｓ ９ ０ ０ １ ３ ． ７ ５ ７ １ ０ ０ １ ４ ． ７ ３ ８ ４ ０ ０ １ ５ ． ７ １ ９ ６ ０ ０ １ ６ 、 ７ Ｇ ０ ９ ０ ０

鳩 軸 の 変
縦 軸 の 変
デ ー タ の
１１関傑数

平 均 堕 標 ‾ 偏 事
数 の 名 前 ｇ ｏ ｆ ｌ １ ３ 、 ７ ５ ７ １ ０ ０ ． ９ ８ １ ２ ５
数 の 名 前 ＝ ｉ 鳥 ２ 、 ３ ５ ７ １ ４ ０ ． ６ １ ５ ３ ８
数 ｓ ７ｓ-０．２９１
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４
３
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７
６
４
３
１
０
８
７
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４
３
Ｉ
ｏ
９
７
６
４
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／
６
６
６
５
５
５
５
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５
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４
４
４
４
４
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３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
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１１
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Ｅ
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０
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ｌ
ｎ
ｌ
ｎ
　
ｎ
ｎ
０
９
０
７
０
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０
認
詔
３
０
１
０
９
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　ｉ
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１
９
５
１
７
３
９
５
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６
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８
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０
６
２
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９
５
１
７
３
９
５
０
６
２
８
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２
１
０
８
７
５
４
３
１
０
８
７
６
４
３
１
０
８
７
６
４
３
１
０
９
７
６
４
３
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６
６
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５
５
５
５
５
５
５
４
４
４
４
４
４
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３
３
３
３
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須恵器有台坏・相関散布図（□径・器高）

名 前 ＝ ‾ 径 １ ２ ． ７ ２ ０ ０ ０
名 前 ＝ 石 高 ４ ． １ ８ ０ ０ ０
＝１０
ｓ０．３１８
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６６４０００１２．

平 均 堕
１．０５５９９
０．７０５６１

３
３

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ． Ｓ ‥ ． ． ‥ 、 ‥ ． ． ２

． ０

．-１

． - ２

． - ３
７２００００１３．７７６０００１４．８３２０００１５．８８８０００

標 準 ‾ 塵

須恵器有台坏・相関散布図（口径・台径）
ａ二回

○
０
０
０
０
９
９
９
９
９
８
８
８
８
８
８
？
７
７
７
７
６

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

６
６
６
６
６
５
５
５

ａ 上 ／ 未 満 - ３ - ２ - 】
７ ６ ２ ６ ０ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
５ ８ ２ ４ ０ ０ ／ １ ０ ． ７ ６ ２ ６ ０ ０ 、 ． ．
４ ０ ２ ２ ０ ０ ／ １ ０ ． ５ ８ ２ ４ ０ ０ 、 ．
２ ２ ２ １ ０ ０ ／ １ ０ 、 １ ０ ２ ２ ０ ｎ ．
０ ４ １ ９ ０ ０ ／ １ ０ ． ２ ２ ２ １ ０ ０ ． 、 ．
８６１７３０／１０．０４１９００・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
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／
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
８
１
４
６
９
２
５
７
０
３
５
８
１
４
６
９
２
４
７
０
３
５
８

５
３
２
０
９
１
１
０
８
６
４
３
１
９
７
６
４
２
１
９
７
５

１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
９
９
９
９
９
８
８
８
８
８
８
７
７
マ

８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
７
９
１
３
５
７
９
-
３
Ｓ
７
９
-
３

６
５
３
１
９
７
６
４
２
０
８
６
５
３
１
９
７
６
４
２
０
８
７
５

横 軸 の
縦 軸 の
デ ー タ

９．８６１７３０
９．６８１５５０
９、５０１３８０
９．３２１２１０
９．１４１０４０

８。
８．
８．

７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０

６
９
２
５
７
０
３

８
６
５
３
１
０
８

０
０
０
０
０
０
９

６
８
０
２
４
６
７

９
７
６
４
２
０
８
６９９６５０
５１９４８０
３３９３１０ - １

変 及 の
変 数 の
の 数

相関係数

７ ． １ ５ ９ １ ４ ０ ． ． ． ｌ ． ． ． ，

６ ． ９ ７ ８ ９ ６ ０ ， ． ． ． ． ． ．
６ ． ７ ９ ８ ７ ９ ０ ． ． ． ． ． ． ．
６ ， ６ １ ８ ６ ２ ０ ， ． Ｓ ． ． ． ． ．
６ ． ４ ３ ８ ４ ４ ０ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． - ２
６ ． ２ ５ ８ ２ ７ ０ ． ， ． ． ， ． ．
６ ． ０ ７ ８ １ ０ ０ ． ． ． ． ，
５ ． ８ ９ ７ ９ ｊ ０ ， ． ． ． ． ， ．
５ ， ７ １ ７ ７ ５ ０ ． ． ， ． ． ． ．
５．３５７４１０‥‥．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -ｌ

９．５１２ｎ４０１０，６ ∩ μ ｎｏ０１１，６６，１０００１２．７２ｎＯ｛ｌｎ１４，７７６ｎ００１４．８１２０００１５，８８８０００

平 均 ・ 標 準 偏 差
乙 前 ａ 「 Ｈ Ｉ １ ２ ． ７ ２ ０ ０ ０ １ ． ０ ｓ ５ り り

１ 前 ＝ 台 径 ８ ． ０ ６ ０ ０ ０ ａ ， ９ ０ ０ 郎
＝ １ ０
＝ ０ ． ４ ０ ５

以 Ｌ

第５表須恵器坏蓋・口径分布表

ｌｌ．
１４．
１４．

３ ０ 度 数
０
○
０
１
１
１
１
２
０
４
４
４
２
３
４
１
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｏ
２
０

～

Ｓ

～

～

～

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
３
６
９
２
～
８
１
４
ア
○

０
０
ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
２
２
２
３

３ ０ 度 数
０

２０

１
２
４
５
７
８
９
１

『
̶
『
-
７
７
７
『ｊ
７
８

／
／
／
／
／
／
／
／

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
３
１
４
５
６
７
８
８

４
１
８
５
２
９
６
３
０

マ
６
４
３
２
０
９
８
７

１
５
９
１
７
１
４
８
２

０
１
２
４
５
７
８
９
１

７
７
７
７
７
７
７
７
Ｓ

０１２９００
４０００００
７８７１００
１７４２００
５６１２００
９４８３００
３３５・１００
７２２５００
１０９６００
４９６７００
８８３７００
２７０８００

撚Ｈ６８　７８７
-○、

Ｉ

～

Ｉ

Ｉ

○
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
４
１
８
５
２
９
６
１

ＩＳＳ） １０

／
／
／
／
／
／
／
／

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

２
３
３
４
５
６
７
８

９
６
３
０
７
４
１
８

２
１
０
９
７
６
５
３

５
９
３
６
０
４
８
２

３
４
６
７
９
０
１
３

５
５
５
５
５
６
６
６

５３．５２９２００
５４．９１６３００
５６、３０３３００
５？．６９０４００
５９．０７７５００
６０．４６４６００
６１．８５１７００
６３．２３８８００
６４．６２５８００

第 ９ 表 須 恵 器 有 台 坏 ・ 体 部 外 傾 度 分 布 表

ａ悶農に‥角Ｊ-̈゛̈ｏ

４５２８００／１１．７６９６００-１．２０；
７６９６００／１２．０８６４００-０．９０：・１１
０８６４００／１２．４０３２００-０．６０：
４０３２００／１２．７２００００-０．３０：１
７２００００／１３０３６８０００００・１１
０３６８００／１３．３５３６０００．３０：
３５３６００／１３．６７０４０００．６０：１ま
６７０４００／１３．９８７２０００．９０；
９８７２ひｏ／１４．３０４０００１．２０：
３０４０００／１４．６２０８００１．５０：

１４．６２０８００／１４．９３７６００
】４．９３７６００／１５．２５４４００
１５．２５４４００／１５．５７１２００
１５．５７１２００／１５．８８８０００
１５．８８８０００ ３。００：

３０度蝕
０
０
０
０
０
０
１
０
３
０
１
２
０
２
０
０
０
１
０
０
０
０

５５２０４０／
８６８８３０／
１８５６００／
５０２４００／
８１９２００／
１３６０００／
４５２８００／

未 満 ｛ Ｓ Ｓ １ ０ １ ０
９ ． ５ ５ ２ ０ ４ ０ ：
９．８６８８３０-３．００：
１０．１８５６００-２．７０；
１０．５０２４００-２．４０；
１０．８１９２００-２．１０：
１１．１３６０００-１．８０：
１１．４５２８００ - １ ．５０：ｓ、

- ・ の 番 峠 ＝ １ ？ 一 夕 の 数
変 数 の 名 前 ＝ ‥ ‥ ＿ 径

１２．
１２．
１２、
１３．
１３．
１３．
１３．
１４．

第ワ表須恵器有台坏・口径分布表

以 上
９
９
０
０
０
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

５
５
６
６
７
７

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１８．００１２００／１８．
１８．４４３６００／１８．
１８．８８６０００

Ｓ
Ｉ
～
Ｓ

１
Ｉ
～
～
皐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
宮
１

～
ま
宮
ｓ
～
Ｉ
Ｓ
～
一
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
４
１
８
Ｓ
２
ｑ
６
４
０
３
６
９
２
５
８
１
４
７
０

デ ー タ の 数 ｓ ２ ９
０１１

１ ０ ２ ０

変 ａ の ● ｊ ； ＝ １
賢 れ の ｇ 醗 ｚ 、 ・ ｄ

／ 未 両 Ｉ Ｓ Ｓ １ ０
１ ０ ． ０ 瑞 １ ０ ０ ：

ＩＤ．Ｄｌｌｌ００／１０．４８０５００-４，
１０．４８０Ｓ００／１０，９２２り００-２．
１０．９２２９００／ｌ】．沁５３００-２．
１１．３６５１００／１１．ＳＯマフ００-２．
１１．ａ０７７００／１２．２ｓ０１００-１．
１２．２５０１００／１２．６９２Ｓ００-１．
１２．６９２ｓＯＯ／ｎ．１３４ｑ００-ｌ
１３．１１４９００／】３．Ｓ７７３００-０．
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第１０表須恵器有台坏・相関散布図（台径・台高）

ａ二回
ｊ ｊ ｋ ／

９０９３２６００
８８１７１５００／０．
８５４１０４００／０
８２６４９３００／０．
７９８８８２００／０，
７７１２７１００／０，
７４３６６０００／０，
？１６０４９００／０．
６８８４３８００／０．
６６０８２？００／０．

００００叩００００叩叩００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
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ｔ
　
ｉ
　
０
４
り
８
２
７
１
印
卵
麹
２
７ｓ
-
９
Ｂ
７
２
６
１
５
０
Ｍ
２
８
１
７
０
６
９
５
Ｍ
Ｍ
６
３
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Ｊ
１
７
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り
８
８
１
２
妬
６
０
ー
０
８
ー
％
７
９
０
３
２
７
Ｍ
巧
９
９ａ
ｒ
７
１ｇ
１
８
４
２
６
６
９
０

末９０８８ｓＲ７Ｍ
　１
　１
　１７
　ｒｌ
　　１
　１５
　ｉｌ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　５９０１
　　２
　　ｌ
　ｌ
　ｉｌ
　　ｏ
　５
　ｏ
　　１４３４１３８巧Ｍ３０２７２４２１

- ２ - １

１１

Ｂ．

・ ｌ ｌ ｌ

Ｄ ｌ ｌ

Ｉ

Ｓ

０ ． １ ６ ３ ａ ３ ０ ０ ０ ／ ０ ． 】 ９ 】 ４ ４ １ ０ ０ ． ． ． ． ． 、
０ ． １ ３ ６ ２ １ ９ ０ ０ ／ ｏ 、 １ ６ ３ ８ ３ ０ ０ ０ ． ． ． ． ． ．

０ ． １ ０ ８ ６ ０ ８ ０ ０ ／ ０ ． １ ３ ６ ２ １ ９ ０ ０ ． ． ． ． ． ．
０ 、 ０ ８ ０ ９ ９ ６ ７ ０ ‥ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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唾ノ
いずれも局部的な破片が多い。１０８は口径１０．６ｃｍを測る横瓶の口縁部片になると思われるが、

他の壷類の口縁部片も含めて体部へと続く資料はない。１２６はいわゆる長頚壷に付される高台
片で、高台径１１．２ｃｍを測ることから、口径１３ｃｍ、体部最大径１７ｃｍ前後で肩部及び口頚部に数条
の沈線をめぐらす器形が予想される。１２７・１２８は高台の付かない体部下半の資料で、いずれも

外面にはヘラ削りが施される。
甕（第１１図１０３・１０４・第１２図１１０～１１３）
調査区出土の甕で図化できたものは口縁部片がほとんどで、口径２６～２８ｃｍ台の資料に口縁部

が外傾しながら面をとるもの（１１２）と口縁部が直立気味に立ち上がるもの（１０４）を確認し
ている。調整はすべて口縁部内外面にナデ、体部外面に平行叩き、内面にも叩き調整による同

心円文を施す。また、酸化硬質焼成によって暗赤褐色を呈し、叩き目が口縁部外面にまで及ん
でいる４３７と酸化軟質焼成によって淡灰褐色の１０４はカキ目で叩き目を消去している。
その他（第１２図↓１４～１１９・第１３図１２０～１２２）
１２０は降灰の天井部外面にヘラ削りが施され、端部がそのまま収まる浅い椀形の器形であり、

類品が少ないことから今回は蓋として扱った。１２２は鉢、１１４～ｎ９は甕および横瓶の体部片。
（２）土師器
甕（第１４・１５図）
第１４表に示すように、口径１３～１４ｃｍの間に分布する小形甕と口径２０ｃｍと２５ｃｍ台にピークをも

つ中形甕、少量ではあるが３０ｃｍ以上の大型甕の一群を確認した。

小形甕口縁部がくの字状に外反し、そのまま端部が丸く収まるものがほとんどであるが、
口縁部が短く外反させ端部をつまみ上げるカ平目調整された資料（１６２）が認められる。

中形甕小形甕同様くの字口縁で端部に面をもたないものが主体となっているが、くの字口
縁から端部が面をもつか、さらに上方につまみ出されるものも少数認められる。
大形甕口縁端部を面取りするもの（１５９）１点がある。また、底部形態では平底、回転糸

切りの平底を確認している。
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２６

その他（第１５図）
甑の底部や把手片、資料が少ないので断定できないが、外面赤彩内黒土師器・内黒土師器・

両面赤彩土師器・土師器の坏蓋・椀がある。

（３）製塩関係の土器（図版１８）
平底の製塩土器になると思われる口縁部小片が１点出土している。本遺跡出土の製塩関係資

料としては、これまでの棒状脚、支脚に続く確認例である。外面は通常認められる粘土紐痕を
残しているが、内面はナデ調整により接合痕を消している。色調は淡黄褐色を呈する。
（４）土製品（第１６図１７７・１了８）
第２次調査までは検出例のなかった土錘が２点出土している。１７７は縁に丸みをもった円柱

形でずんぐりとしており、１７８は長さが最大径の２倍近い紡錘形を呈する。計量的にはそれぞ
れ全長３．７ｃｍ、５．５ｃｍ・最大径３．３ｃｍ、２．７ｃｍ・孔径１．０ｃｍ、０．８ｃｍ・重量３５ｇ、３０ｇを測る。

（５）石製品（第１６図１８２～１８６）
石製品では砥石（１８２）が１点、磨製石斧（１８５）１点、用途不明３点の計５点を図化掲載し

ている。このなかで１８６は使用痕や敲打痕もなく、平面・断面ともに楕円形を呈する丸みを帯
びた円映であるが、ＳＸ０１の中心部から木炭とともに被熱した状態で出土していることから

掲載したものである。出土状態は木炭を最も多く含んだＳＸ０１の下層上面で、黒く焼けた裏
面を中心にして３片に割れた状態で検出された。計量的には長軸１２．４ｃｍ・短軸９．６ｃｍ・重量
１．１９ｋｇを測り、石材は安山岩と考えられる。

（６）金属の生産と加工に関する遺物（第１６図１７６・１７９～１８１）
粗い粘土で作られた「とりべ」の可能性のある薄手の椀形土器１点（１７６）と輔の羽ロ３点

（１７９～１８Ｄ、前述砥石、また少量ではあるが銅滓の可能性のある小鉱滓など、いずれもＳＸＯ
１および周辺の遺物包含層から出土している。

第２節中世から近世の遺物（第１７図１８７～１９Ｄ
表土および盛土層から出土した中

‾ ノ
資
１８８

酒 鞠
１８９

つ 匹 ｜ ニ ー 了 一 ク

０ １ ０ ｃ ｍ

第１７図中世から近世の遺物実測図

世から近世にかけての遺物は、いず
れも小片や細片が多く、輸入陶磁器
である白磁片（１８７）、口縁部上端
に水平な面をなし、外面に雷文が押

印された火舎・火鉢類になると思わ
れる瓦質土器（弼８・１８９）、底外面に
三足が付く鉄鍋の底部片（１９０）、

銭貨として「寛永通貨」（１９Ｄを
図示するにとどめたが、その他に中
世土師器、青磁、珠洲焼、肥前系陶
磁器の細片が認められる。



第６章調査の成果と課題
２７

本遺跡の調査は隣接する第１次と第２次の調査区を継続して行っており、さらに今回の調査
が第３次ということになる。よってここでは第３次分の遺物や遺構を整理した後で、一括の形
でその年代と特色を検討し、遺跡の性格を明らかにするための手がかりとしたい。

第 １ 節 遺 構 と 遺 物 の 検 討
土器第３次調査で出土した土器は、須恵器の無台坏・有台坏及び蓋・高坏・横瓶・短頚・

直口壷及び長頚壷・甕、１ｌ師器の坏・椀・甕などが確認されており、これまでの出上器種と比
べれば簡素といえる。第１５表はこれらの器種構成を示したもので、点数の計算方法は口縁部計

測法を用い、有台坏など蓋とセットになるものは、蓋と身の多い方の数値を採用した。
まず、全体の器種構成比率では食膳員が７０．２％と高く、貯蔵具・煮炊貝は９．０％、２０．８％と

低い比率となっている。用途別では食膳具、すなわち食器の比率が須恵器９３．３％、上師器６．７
％と須恵器が大勢を占める。むろん年代差等を無視して扱っているため、細かく見れば時期別
に若干の変化はあるだろうが、奈良時代の前半を通して須恵器の優勢は変わらない。続いて貯

蔵具では須恵器が、煮炊具ではすべて上師器が使用されている。
次に、須恵器だけに限定した器種構成をみると、用途別では食膳具が令体の８７．９％と多数を
占める。器種別では有台坏（坏蓋）が４５．３％と最も多く、蓋と坏の合計値では全出土量の半数
近くとなる。ついで無台坏が４２．６％、その他は１割を切っている。土師器の場合では、食膳具
が１９％、煮炊具が８１％となり、須恵器とは逆の構成比を示している。

以上、第３次調査区における出土土器の器種構成は、本遺跡における共通の様相を示してい

第１５表四柳白山下遺跡出土土器・器種構成表

四柳白山下遺跡
器種構成比

第 １ 次 分 第 ２ 次 分 第 ３ 次 分 総 計
個体数（％） 破片数 個体数（％） 破片数 個体数（％） 破片数 個体数（％） 破片数

須恵器坏Ａ
〃 坏 Ｂ
〃 高 坏
々 鉄 鉢

土師器坏または椀
々 高 坏

５．６３（１６．３）
２３ｊＯ（６９．０）

＊
０．１７（０．５）
４．２８（１２．４）
０．６１（１．８）

５８（１７．３）
１９１（５６．８）

＊
１（０．３）
７２（２１．４）
１４（４．２）

１８．１８（４０．３）
２！３ｊ５（５２．９）
０．３８（０．９）

２．６６（５，９）

Ｓ！５２（３６．４）
３８２（５５．２）
７（１．０）

５１（７．４）

□６（４５．１）
ＨＯ（４８．０）
＊

０．８１（６．９）

８１（４２．０）
９９（５１．３）
＊

１３（６．７）

２９．０７
５２．９６
０．３８
０．１７
７．７５
０．６１

３２．０）
５８．２）
０．４）
０．２）
８．５）
０．７）

３９１
６２８
７
１

１３６
１４

３３，２）
５３．３）
０．７）
＊）
１１．６）
１．２）

食 膳 具 総 計 ３４．４９〔６８．２〕 ；３３６〔４６．７〕 ４Ｌ（）７〔６８．２〕 ６９２〔５６．７〕 １Ｌ６７〔７０．２〕 １９３〔６８．７〕 ５｝０．９４〔６８．３） １ぷ７〔５４．１〕

須 恵 器 横 瓶
々 甕
々 壷

土 師 器 壷

＊
ＯＪ（２２．２）
Ｌ３３（７７．８）

＊
２１（５０．０〉
２１（５０．０）

Ｌ２９（２７．３）
１．９９（４２．１）
０．９５（２０．０）
０．５０（１０．６）

５４（２７．７）
６５（３３．３）
４９（２５．１）
２７（１３．９）

０．５２（３４．７）
０．６０（４０．０）
Ｏｊ８（２５．３）

３（１５．８）
１２（６３．２）
４（２１．０）

Ｌ８１（２２．８）
２．９７（３７．４）
；Ｌ（５６（３３．５）
０．５０（６．３）

５７（２２．３）
９８（３８．３）
７４（２８．９）
２７（１０．５）

貯 蔵 具 総 計 １，７１〔３．４〕 ４２〔５．８〕 ４．７３〔７．２〕 １９５〔１６．０〕 １．５０〔９．０〕 １９〔６，８〕 ７．９４〔６．０〕 ２５６〔１１．８〕

土 師 器 甕
タ 鋤
ク 甑

１４．３８（-）

＊

３４１（１００）

＊

１５．５８（９５．４）
０．２９（１．８）
０．４５（２．８）

役忌（７９．０）
３２（９．６）
３８（１１．４）

３．４６（-）

＊

６９（１００）

＊

３３．４２（９７．８）
０．２９（０．８）
０．４５（１．４）

６７３（９０．６）
３２（４．３）
３８（５．１）

煮 炊 具 総 計 １４．３８〔２８．４〕 ３４１〔４７．４〕 １（□２〔２４．６〕 ３３３〔２７．３〕 ３ｊ６〔２０．８〕 ６９〔２４．６〕 ；３４．１６〔２５．７〕 ７４３〔３４．１〕

計測品総計 ５０．５８個体 ７１９片 ６６．１２個体 １、２２０片 １６．６３個体 ２８１片 １３３．０４個体 ２、１７６片

＊は存在するが比率として表われないもの



食膳具

貯蔵具

煮炊具

食膳具

貯蔵具

煮炊具

食膳具

貯蔵具

煮炊具

０

０

２８

るといえよう。また、出土土器の年代については、第１次の報告で記述しているように、既存
の編年に対比すれば、田嶋編年（田嶋１９８８）でのＨ３～Ｉｖｌ期の範囲に比定されよう。

遺構今回の調査における最も大きな成果のひとっは、前述出土土器の整理から奈良時代前

半を主体とする本遺跡の範囲が確実に北東方向にも延びることを知り得た点にある。遺構検出
時の様相も、まず南北方位の畝状溝があり、次にやはり南北の柱筋の通る柱穴をはじめとする
奈良時代の生活面が存在する点はこれまでの遺構検出状況と共通するものであった。
また、検出遺構の構造や形態については、発掘範囲の制約および包含層の残存状況から判然

としないが、現時点で切り合い関係の確認できない柱根の残る柱穴群と熱を受けた粘土や木炭
が詰まった掘り込み（ＳＸ０１）を同時期の遺構とすれば、その性格として掘立柱建物あるい

は作業空間を仕切ったりした板塀のある敷地を想定し、さらにそうした屋内外に配置された付

属施設（ＳＸ０１）をもつ鋳造あるいは小鍛冶に関連した地区の可能性も考えられよう。

第１６表四柳白山下遺跡出土土器・用途別構成

第１次

２０

２０

２０

４０

第 ２ 次

第３次

４０

６０

６０

６０

８０

８０

囲
第 ２ 節 ま と め
邑知地溝帯の南東山麓沿い、約４００ｍの範

囲内で行われた本遺跡の第１～３次にわたる調
査によって奈良時代、与木郷域内の集落が確認
された。
そして、検出された遺物や遺構の様相はそれ

ぞれに共通点と相違点をもっている。まず、各

地区出土土器が同じ時代幅に収まることを前提
に、共通性を再び土器構成比の面から見てみる

旧］ｔ頴と次の５点になる。
｜（１）計測品総計に対する須恵器と土師器の比
｜ 率 は ７ 対 ３ 前 後 と な って い る 。

ｊ（２）食膳具においては須恵器が９割前後を占
｜め、有台坏・無台坏が主体となっている。
ｊ（３）両面赤彩・外面赤彩内黒・内黒・土師器

の食膳具が少量存在する。

． １ ． - ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 』

１ ●

１ ・

¶ １

１ １
１ １

１ １

１ １

１ １

１ １

． ｋ ． ． ． ． ， - 一 一 一 一 一 一 ｊ
ｌ ｌ

ｌ ｌ

ｌ ●

｜ ｜
１ １

８０

談 （４）貯蔵具は全体の１割未満であり、赤彩短
頚壷（第２次）を除き、全て須恵器で構成される。
（５）煮炊具は全て土師器であり、全体の２～
３割を占める。

続いて、各調査区構成比を比較対照すること
によって、それぞれの相違点や特徴的な点を列

記すると次の４点になる。
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（６）食膳具における両面赤言・外面赤彩内黒を主とする土師器の割合が第１次分で高い。
（７）食膳具において須恵器の占める割合が、計測品全体の構成比率で見ると５８．５％（第１次）

→６４．１％（第２次）→６５．３％（第３次）と高くなる。

（８）煮炊具において土師器の占める比率が、２８．４％（第１次）→２４．７％（第２次）→２０．８％
（第３次）と低くなる。

（９）出土遺物からみた第２次と第３次の様相は異なるが、土器の計量的比率は類似している。
さらに、各調査区の性格・特徴を調査成果から整理すると次の４点になる。

（１０）第１次調査区域内に配置された建物は、その規模・構造及び周辺から集中的に出土して
いる墨書土器・円面硯・転用硯・鉄鉢などの遺物から、公的な（管理的）施設と考えら

れる。

（１Ｄ第２次調査区域内では、溝あるいは柱列（掘立柱塀）で細分した小区画内に倉庫ふうの
建物などが配置されている。溝内出上遺物から工房に関連した雑舎的な地区であったこ
とが予想される。

（１２）第１次と第２次の空間では、敷地・建物の規模・性格のうえで著しい差が認められるが、
建物・往列（掘立柱塀）・配石・溝などの配置は、主軸方位の同一性に基づいて配置さ
れ、建て替えられており、建物間の同時性と計画性が表現されていると思われる。

（１３）第３次調査区内では、公的な性格を反映する遺物はなく、柱列（掘立柱塀）あるいは建

物内外に配置された鋳造・小鍛冶など火を扱う工房的な施設の存在がうかがわれる。

第１８図第１～３次調査区位置図 「余喜村土地改良区第二工区現形図」をもとに今井作図
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合計で一千❹にも満たない調査面積の成果が、そのまま本遺跡全体の評価につながるか否か
は断定できないが、こうした調査成果をもとに公的な色彩の強い場という観点から並べると、

第１次から第２次・第３次（南西から北東方向）という順になる。さらに、最近の調査例では
第３次調査区の北東４００ｍ、奈良時代後半を主とする小金森ヘイナイメ遺跡では方形の溝に

囲まれた区画内から、炉跡（石敷遺構）や関連ピットが検出されており、本遺跡との関連、工
房（小鍛冶）施設の地形的な条件・範囲・特性を提示するものとして注目される。
また、ここであげた各調査区ごとの共通点（１）～（５）と相違点（６）～（９）が、細かな場の性格に
もとづく差異（１０）～（１３）と直接対応するのかは、資料の増加・蓄積によって補訂されなければ
ならないであろう。当然のことながら、出土遺物の構成比を主とした計量的資料は本遺跡の範

囲設定、遺跡内の様相差を明確にするためのものであり、国道１５９号鹿島バイパス改築事業
によって今後急増するであろう小規模な発掘調査を通じて本遺跡の性格を明かにする際のひと
つの指標として設定可能か否かも今後の作業で行っていきたい。

以上、いくっかの観点から本遺跡の検討を行ってみたが、限られた時間と紙面の都合により
消化不良の点は否めない。今後の課題も含めて各方面からの批判をうけることを希求している。

註

巾
（２）
（３）

小嶋芳孝氏の御教示による。

垣内光次郎氏の御教示による。

出土土器の構成比を主とした計量的手法に関しては、以下の文献で宇野隆夫氏が示されている考え

方を基本とした。「越中の国府・荘家・村落」『歴史学と考古学』高井悌三郎先生喜寿記念論集

１９８８

（４）川畑誠氏の御教示による。



第１７表四柳白山下遺跡出土土器観察表１

３１

挿図
恥

器 種 器 形 調 慾
胎 土 現存量

（／２４）

計 測 伍
遺構出丿瀧り、 備 考海綿

骨片
砂
粒

雲
母
断
面

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

１ 聴 器 坏 蓋 ． ＿ ． 天 班
内外面ナフ｀ヘラ削り ＳＭ４．Ｌ５ Ⅳ ５．４ ２．５ ２．３ １０．２ １２．７ １、０ ０．８ ０．６ ２．４ Ｃ枢

２ 内外面ナテ’ Ｓ３，Ｍ２ Ⅲ ０．８ ｎ．８ Ｅ４

３ 内外面ナデ
天井部ヘラ削り ＳＭ２，Ｌ３ ｎ ３．６

２．６ １．９ １０．３ １３，１ Ｏ、８ １．３ ０、７５ ２．と６ Ｄ４

４ 内外面ナデ ＳＭ３ Ｕ Ｉ．６ ２．０ ｌ．４ 畦南側 外面降灰

５ 内外面ナデ、天ＩＦ部削り ＳＭ４，Ｌ３ Ⅲ ０．２ ９．８ ｌｌ．１ ０，８ ＤＩ

６ 内外面ナデ ＳＭ３ １ １．８ １４．０ Ｄ３

７ 内外面ナデ、天井部削り ＳＭ３．Ｌ２ Ｉ １．４ ２．０ １、８５ １１．２ ｊ２．６ ｏ、９ ｌ．３ ０．８ ３．０ Ｄ３、４

８ ナデ ’ ＳＭ２ Ⅲ ２．０ １３．８ Ｄ４

９ 内外面ナデ、幻卜部削り ＳＭ３ ｌ １，４ １，０ Ｅ４

１０ ナデ、天井郎削り ＳＭ２，Ｌ３ Ⅲ ２、６ ９．０ １２．１ １．５ Ｄ２

１１ 内外面ナテ’、天井部削り ＳＭ４ Ｈ １０，０ ３、４ ３．０ ８、８ １５、２ ２．０ Ｏ、４ ０．６ ３．０ ＳＵ０２畦束側

１２ ナデ ＳＭ４ １ ４．２ １４、０ Ｄ３，ＳＵ０４

１３ 内外面ナデ、天井部創り Ｓ３ Ｉ ２．０ １．０ Ｄ４

１４ ナデ、天井部削り ＳＭ４，Ｌ３ Ⅲ ４．０ ２．８ ２．７ １２．０ １４．５ □ ０．２ ０．５５ ｌ．＆ Ｄ３

１５ 内外面ナデ、天Ｊト部削り ＳＭ３．Ｌ２ Ⅲ ３、６ ８，９ １４．６ Ｉ、７ Ｄ４

１６ 内外面ナデ、天井節削り ＳＭ２ Ⅲ １０．０ ２．０ ２．２ ８．６ １４．０ １．３ Ｇ．２ ０．４ １．９ Ｄ３
１７ ナデ、天井然削り ＳＭ３ １ ２．０ １０．０ １４．２ １．２ Ｄ４
１８ ナデ ’ ＳＭ２，Ｌ２ Ⅲ ３．０ １４．８ Ｄ３
１９ ナデ、天片肺削り ＳＭ５ １ ５．２ １０．０ １５．０ １．５ Ｄ３

２０ ナデ、天‾首跨． ＳＭ２、Ｌ２ Ⅲ ８、０ １２．４ １４．１ ｌ．３５ Ｄ３、ＳＸ-ＯＩ

２１ ナデ ＳＭ２ Ｉ １．２ １４．７ Ｄ４

２２ ナデ、天井部削り ＳＭ２．Ｌ２ 田 ２、０ ２．９ ２．４ ９．０ １４．２ ０，９ ０．９ １．５ Ｄ２．３、Ｅ３．北風駈

２３ ナデ、天拓郎削り ＳＭ２、Ｌ１ Ⅳ ３．７ ３．５ Ｏ、６ Ｄ３．ＳＸ-０１

２４ ナデ Ｓ２，ＭＩ ＩＵ ２、６５ ２．３５ ０，７ Ｄ２
２５ ＳＭ２ Ｉ ２、６ ２．４ Ｏ、８ Ｄ３

２６ ナデ Ｓ２，ＭＩ １ ２．４ ２．２ ｌ．０ Ｄ４

２７ 内外面ナデ、幻ト部削り ＳＭ３ Ｉ ２、３ ２．０ ７，７ ０．２ Ｏ、７ Ｄ２
２８ ナデ、天ＪＦ郎削り ＳＭ３，Ｌ２ Ｉ ３．３ ３、２ １１，３ ０．２ Ｏ、５ Ｃ３．４北壁面 天井部内面ヘラ書？
２９ ナデ、天丿卜部削り ＳＭ２ ｌ ３．０ ２．８ １０，０ ０．３ ０．７ Ｅ３

３０ 内外面ナデ
天１卜部削りそシヽ ケメ ＳＭ３ Ⅳ ８．０ ８、９ １６．２ ３、０ Ｄ３

３１ 内外面ナデ、天井饌ＩＩり ＳＭ３、Ｌ２ ０ ５、０ １６．０ １５．４ ｌ．９５ Ｄ３
３２ 内外面ナテ’、大作部削り ＳＭ２、Ｌ２ ０ ３．２ １２，４ １７，４ Ｉ．７ Ｄ４

３３ 内外面ナデ、ｊＣ笹部削り ＳＭ３ ｌ ３，０ １０．６ １６．０ ２．１ Ｃ３，Ｄ３

３４ 内外面ナデ、天玲部削り ＳＭ２ Ｉ ２．０ １０．６ １５．４ １．６５ Ｄ４

３５ 内外面ナデ、天笹部削り ＳＭ３ Ｉ □ １１．６ １６．４ １．４ ＥＩ

３６ 内外面ナデ ＳＭＩ、ＬＩ Ｉ ２．２ １６、２ Ｄ４

３７ 内外面ナテ’ ＳＭ３ Ｉ ２．０ １６．１ 畦北側 外面降灰
３８ 内外而ナデ ＳＭ３ Ⅲ ２．０ １５．４ Ｄ４

３９ 内外面ナデ、天玲腐朽 ＳＭ３ ｌ ２．０ １０．４ １４．４ １．８ Ｄ３

４０ 有台坏 内外面ナデ’ ＳＭ４、Ｌ３ Ｉ １８、２（２４） ８．８ ８．８ １２、４ １３．４ ２．１ ｌ，４ ０．３ ３．８ ７『 Ｄ３
４１ 内外面ナデ ＳＭ４，Ｌ３ Ｉ ７、０（７） ９，４ ９、４ １１、４ １３、０ ２、３５ ０．９ ０．４ ３．６ ６７゙ Ｄ３．Ｅ３

４２ 内外面ナ私底部削り ＳＭ３ Ｗ ４．０（１０．０） ７．８ ８，７ １２．０ １３．６ １、９ １、７ ０．６ ４、２ ６４° Ｄ３、ＳＵ０４

４３ 内外而ナデ ＳＭ２ Ｕ １．５（３．８） ７．０ ６．９ ９．０ 】１．９ ２、５５ ｊ．４ ０、５ ４．４５ ５『 Ｄ３

４４ 内外面ナデ Ｓ４，Ｍ２，
Ｌ２ Ｉ ４．５ ３、０ ］．８ ６１．５° Ｄ４ 体節外面降灰

４５ 哨面ナｉづ晦外面剔 ＳＭ３ Ｉ Ｉ、５ ０．５ Ｄ３

４６ 内外面ナデ、体部外面
一部削りの後ナデ ＳＭ２，Ｌ３ １ ９．０（２２、０） ７．７ ８、８ １２．４ １４．８ ２．９ ２．３ ０．５ ５．７ ６５゙ Ｄ３、ＳＵ０４

４７ 内外面ナデ ＳＩ Ｓ「 （３．０） ６．２ ６、９ １Ｕ ０．９ ０．７５ Ｄ３，ＳＸ-０１

４８ 内外面ナデ ＳＭ３ Ｉ （３．０） ９．２ ８．５ １１．８ ０．８ ０．８ Ｄ３ 外面限戎
４９ 内外面ナデ ＳＭ３ ０ （８、０） ９、０ ８．５ ０．８ Ｅ４

５０ 内外面ナデ、鰹節削り？ ＳＭ２，Ｌ２ ０ （５．０） ７．４ ８．０ ｏ、７ 東壁面吻汗 底部、体節外面
司隔痕
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第１８表四柳白山下遺跡出土土器観察表２

挿図
ｋ

器 槽 ｌｉ形 調 整
胎 土 現存量

（／２４）

計 測 疸
ｊ量１膏１１１土地屯 揃 考舗

骨片
砂
粒

雲
埓 Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

５１ 詰器 有台坏 内外面ナデ ＳＭ２，Ｌ２ ０ （２３．０） ６．４ ７．８ ０．５ 畦西側
５２ 内外面ナデ ＳＭ２ Ⅲ （４．０） ９．０ １０．０ １２．４ ０．９ ０．４ Ｄ４ 底部外面ヘラ書り中」

闘外面匹
５３ 内外面ナデ’ ＳＭ２ Ⅲ （６．０） ５．８ ６．８ ９．３ ♭．７ ０．５ ＡＩ，Ｄ３？

５４ 内外面ナデ
体跨臥底部一部削り？ ＳＭ３，Ｌ２ Ⅲ ４．６（１３．０） ８．０ ８．５ ９．９ １１．８ ２．８ ０．５ ０．５ ３．８ ６ヂ Ｄ４．Ｅ３

５５ 内外面ナデ ＳＭ４．Ｌ３ ０ （５．０） ７．６ ８．８ ｎ．４ ｌ．ｌ ０．４ Ｄ４

ｓ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ Ｉ ２．５（５．０） ７．６ ８．７ １０．７ １２．０ ２．２ ０．８５ ０．４ ３．４５ ７『 ＡＩ，３

５７ 内外面ナデ ＳＭ４ ０ ０．４（８．０） ９．０ ８．８ １１．４ １２．９ １．９５ １、１ ０．５ ３．５５ ６『 Ｄ４
Ｓ８ 内外面ナデ ＳＭ３，Ｌ２ Ｉ （４．５） ８．９ ８．９ ０．４５ Ｅ３
５９ 内外面ナデ ＳＭ２ Ｉ （５．０） ７．４ ８．１ ９．２ ０．６５ ０．５５ Ｅ４

６０ 内外面ナデ ＳＭ２ Ｉ （４．０） ７．７ ８．１ Ｈ．１ ０．８ ０．２ Ｄ４ 昌詰才・
６１ 内外面ナデ ＳＭ２ Ｉ １．２０．４） ２．＆５ ０．６５ ０．４ ３．９ ６『 Ｄ１．２

６２ 内外面ナデ
亙１部外面削り？ ＳＭ２、Ｌ２ Ⅲ （１５．６） ７．０ ７．２ ８．５ ０．３ ０．４５ Ｃ４

６３ 内外面ナデ ＳＭ２ 田 （１０．０） ７．０ ７．１ ９．６ ０．８ ０．５ Ｃ１

６４ 内外面ナデ ＳＭ１．Ｌ３ ０ （１２．０） ６．６ ７．３ ０．５ Ｄ４サブトレンチ 底部外面墨痕
６５ 内外面ナデ ＳＭ３ １ （１１．０） ６．８ ８．２ １０．６ ０．６ ０．３ Ｄ４

６６ 内外面ナデ ＳＭ４ ０ （１０．３） ８．４ ８．３ Ｈ．３ Ｉ．３ ０．４ ＳＵ０１．ＳＵ０２

６７ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ Ⅲ ６．０（２４．０） ８．７ ９．４ ？０．５ １２．６ ３．０ ０．６５ ０．６ ４．３ ６１「 Ｄ４ 体節外面-一部降灰

６８ 内外面ナデ ＳＭ３，Ｌ２ Ⅲ （１．０） ６．６ ８．０ １１．６ ０．８５ ０．４ Ｄ４ 外面降灰
６９ 内外面ナデ ＳＭ３，Ｌ２ Ⅲ （５．０） ８，７ ８．８ ０．５ Ｃ４

７０ 内外面ナデ ＳＭ２ Ｉ （２．６） ０．６５ ０．２５ Ｅ３

７１ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ Ⅲ （４．５） ８．４ ９．２ ０．４ Ｄ４ 底郎外面ヘラ書き
ｒ「」

７２ 内外面ナデ ＳＭＩ Ⅳ （４．０） １１．２ １１．２ ０．５５ Ｃ４

７３ 内外面ナデ’ ＳＭ３ １ （６．０） １１．２ １０．８ ０，６ Ｅ４

７４ 内外面ナデ ＳＭ２、Ｌ３ Ⅲ （１７．０） ６．６ ７．２ ９．３ １１．２ ３．７５ ０．８ ０．４ ４，９５ ７４’ Ｄ４ 底窪５外面墨痕
７５ 無台坏 内外面ナデ ＳＭ２、Ｌ２ Ⅳ ２．０ ６．６ １２．８ ３．３ ６４’ Ｄ２．４

７６ 内外面ナデ ＳＭ２、ＬＩ Ⅲ ６．０ 排土中

７７ 内外面ナデ ＳＩ，Ｍ２ ｍ １．３ ８，０ １２．６ ３．２ ６１‘ Ｄ４ 皿 蔽 内 面
丿 灰

７８ 内外面ナテ’ ＳＭＩ，ＬＩ Ⅲ ０．８ ８．０ １３．０ ３，３ ６『 Ｄ３．４，Ｅ４

７９ 内外面ナテ’ ＳＭ２ ０ ２．８ ７．８ １２．６ ３．函 ６７ Ｅ３

肺 内外面ナデ ＳＭＩ，Ｌ２ Ｉ ２．６ ８．５ １３．４ ３．５ ６４’ Ｄ３．ＳＵ０４

８１ 内外面ナデ ＳＭ２，Ｌ３ ０ ９．０ ８．６ １４．０ ３．６ ６『 Ｄ４

８２ 内外面ナデ ＳＭ３．ＬＩ Ｉ １．８ ９．０ １４、３ ３．３５ ６７．『 Ｃ４．Ｄ４

８３ 内外面ナテ’ ＳＭ３、Ｌ３ Ⅳ ９．８ Ｅ４ 体節外面一編以

８４ 内外面ナデ ＳＭ２ Ⅲ １０．２ Ｄ３

８５ 内外面ナデ Ｓ１，Ｌ３ Ⅲ ２．８ ７．４ １１．３ ２．７ ５『 Ｃ４
８６ 内外面ナデ ＳＭ２、ＬＺ Ｒ ２．８ ６．８ １１．６ ３．０ ６４° Ｄ３

８７ 内外面ナデ ＳＭ２，ＬＩ Ⅲ ６．８ Ｄ３

８８ 内外面ナデ ＳＭ４ ０ ７．０ Ｄ４

８９ 内外面ナデ
体節外面一部削り？

ＳＭ３ Ⅲ ８．０ Ｃ３

９０ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ Ⅳ ７．４ Ｄ４ 底部外面ヘラ書き
「ｌ／」

９１ 内外面ナデ ＳＭ２ Ⅲ ４．２ Ｅ２

９２ 内外面ナデ ＳＭ２，Ｌ２ Ⅲ ８、６ Ｄ４

９３ 内外面ナデ ＳＭ３、Ｌ３ １ ６．２ Ｄ３

９４ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ ０ ３．０ ６．６ １２．８ ３．２ ５『 Ｅ３

９５ 内外面ナデ ＳＭ２．ＬＩ Ｉ ６．０ ７．６ １１．８ ３．４ ６『 Ｄ３

９６ 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ３ Ⅳ ４．０ ７．４ １２．２ ３．３ ６１° Ｄ４

９７ 内外面ナデ ＳＭ４ ０ ２．５ ７．６ １２、０ ３．６ ６ぎ Ｃ４

９８ 内外面ナデ ＳＭ５ １ ７．６ Ｅ３．４

９９ 内外面ナデ ＳＭ４．Ｌ２ Ⅲ ３．４ ７Ｃｒ？ Ｅ４



第１９表四柳白山下遺跡出土土器観察表３

３３

挿図
ｋ

器 種 器形 調 整
胎 土 現存量

（／２４）

調 測 値
職戻拠土地６、 偉 考舗肘

砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

１（Ｘ） 須恵器 無台坏 内外面ナデ ＳＭ２，Ｌ２ ０ （２４） ７．６ Ｄ３．４．ＳＵ０２

１０１ 内外面ナデ ＳＭ２ ０ ２．２ ５．６ １２．７ ３．＆ ７０タ Ｄ４

１０２ 内外面ナデ ＳＭ３，Ｌ２ ０ ２１．５ Ｍ １２．２ ４、０ ６１，５° Ｄ３、ＳＵ０４

１０３ 甕？ ロ縁部内外ナデ ＳＭ４ Ｉ １．０？
３２．４？ Ｄ３ 内面及び外面口唇部

降灰

１０４ 口縁部内外ナデ
体部外面叩き ＳＭ２ ０ ２．２ ２７．０ ２７．８ ２．６ ７９’ Ｄ４ 体肩郎沈線

１０５ 壷？ □県部内外面ナガ ＳＭ４ Ⅲ ８．８９ Ｅ３ ［還脚外面降丿夭

１０６ 口県部内外面ナデ ＳＭ３、Ｌ４ Ⅲ ０．４？ １４．８？ ＢＩ

１０７ ［］顕部内外面ナデ ＳＭＩ Ｉ ｌ．５？ １３．６９ 排土中 口鶏部外面降灰
ｌａ８ ［］頚部内外面ナデ ＳＭ３．ＬＩ １ ４．７ １０、４ Ｃ４ 口飛部内外面粕付着

１０９
口蒙部内外面ナデ
ロ頚部外面ハケメ？ ＳＭ２ Ｉ ３．５ ７．４ ９．４ １．９ ５７‘ ＣＩ．２ ロ県部内外面降ＪＫ

１１０ 口聚部内外面ナデ ＳＭ４ １ ０．８ Ｂ３ 口頚部外面
魯描波状文文副本

ｍ 口聚部内外面ナデ Ｓ３，Ｍ１ ０ ０．６９ Ｄ４
１１２ 甕？ 口頻部内外面ナデ ＳＭ４．Ｌ２ １ Ｉ、２ ２１．５ ２５．２ ２．９ ４９．５’ Ｄ３

１１３ ９ 内外面ナデ ＳＭ３ Ⅳ Ｅ４ 醇描波状文

ｎ４ 甕 体節外面横ナデ
体節内面叫巳ヽ 円文 ＳＭ２，Ｌ２ １ Ｅ４

ｌｌ５ 体部外面平行叩き
体部内面陽巳ヽ 円文 ＳＭ４．Ｌ３ Ｉ Ｄ４

１１６ 横紙 体節外面平行叩き・カキ
目、体節内面防巳ヽ 円文 ＳＭ４、Ｌ２ Ｉ Ｄ３

１１７ 甕 体節外面平行叩き
体節内面叫し円文 ＳＭ３，Ｌ３ Ｉ Ｄ４

１１８ 体節外面平行叩き
体節内面同心円文 ＳＭ３、Ｌ３ １ Ｅ３

１１９ 体節外面平行叩き
体部内面叫巳ヽ 円文 ＳＭ２ ０ Ｄ４

１２０ 坏蓋 内外面ナデ、天井部剖り Ｓ２ Ⅲ １．０ ５．８ １３．０ ３．５５ Ｄ４
１２１ 内外面ナデ ＳＭ３ Ｉ Ｄ３ 外面降丿天
１２２ 鉢？ 口縁部内タ緬ナデ ＳＭ２ Ｉ ０．４ Ｅ４
１Ｚ３ 坏 ＳＭ３．ＬＩ Ｉ １．３ Ｅ２
１２４ 壹（類部｝ 内外面ナデ ＳＭ２ Ｉ Ｄ４ 肩飯揃
１２５ 壷（葬部） 内外面ナデ ＳＭ２ １ ２、１ ９．８ ＡＩ

１２６ 内外面ナデ ＳＭ３ Ⅲ ５．０ １１．２ Ｄ３ 内外面積付着

１２７ 壷？ 内外面ナデ Ｓ３、ＭＩ．
Ｌ２ Ⅲ （７．０） Ｄ４

１２８ 内外面ナデ Ｓ２．ＭＩ Ⅲ Ｃ４．Ｄ４、Ｅ３

１２９ 土師器 甕 内外面ナデ ＳＭ３．Ｌ２ ２、０ ２０，４ ｃａ
１３０ 口頚部内外面ハケメ Ｓ３、Ｍ２，ＬＩ １．５ ２０．４ Ｄ３．ＳＸ，０１

１３１
口頚部外面ナデ
ロ頻部内面カキ目？ ＳＭ３ ｌ．５ １７．６ ２０．５ ２．５ ４９’ Ｄ４

１３２ 口蜃部内外面ナデ ＳＭ３Ｌ２ ２．３ ２０．８ 東壁ｆ跡汗
１３３ 口類部内外面ナデ Ｓ２知 ｌ．５り Ｅ４

１３４ □類部内外面ハケメ ＳＩ片 ２．６ ２０．９

１３５ 内外面ナデ ＳＭ３ Ｅ２

１３６ 口頚部外面ハケメ
ロ頚部内面ナデ Ｓ３犀 Ｄ３

１３７ 口頚部内外面ナデ Ｓ３梵 Ｄ３

１３８ □類部内外面ナデ ＳＭ３ ２．４ １９、６ ２３、２ ２．７ ４『 ＳＵ０４
１３９ 口類部内外面ナデ Ｓ吻 Ｅ３畦南側
１４０ 口顛部内外面ナデ ＳＭ３ １．２ １９．０ ２３．７ １．８ ｙ Ｃ４
１４１ 口蒙部内外面ナテ’ ＳＭ２ Ｃ４
１４２ 口頚部内外面ナデ Ｓ２ １６．３ １７．７ ２．３ ぼ Ｄ３
１４３ □顎部内外面ナデ ＳＭ３ １９．３ Ｅ３．４

１４４ 口類部外面ナデ
ロ頚部内面ハケメ Ｓ３ １６．３ １８、６ ｌ．２５ ５１’ Ｅ３



３４

第２０表四柳白山下遺跡出土土器観察表４

挿図
ｋ 器 種 器 形 調 整

胎 土 現存量
（／２４）

計 測 畝
遺構出土鑓匝 備 考禰

骨片
砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

１４５ 土師器 甕 内外面ナデ ＳＭ４ Ｄ３、ＳＵ０５

１４６ 内外面ナデ ＳＭ３ ２．３ ４『 Ｄ４

１４７ 内外面ナデ ＳＭ３，Ｌ２ Ｄ１

１４８ 内外面ナデ
［面部外面一部ハケメ？ ＳＭ３，Ｌ２ Ｃ４

１４９ 内外面ナデ ＳＭ２ ２．４ １１．７ １４．２ ２．５５ ５『 Ｄ３

１５０ 内外面ナデ
体部外面・一部ハケメ？

ＳＭ３ ２．３５ ６４゙

１５１ 内外面ナデ ＳＭ４ １．６ １１．１ １２．０ １．０５ ５『 Ｄ４

１５２ 内外面ナデ ＳＭ２ １．０？ １．５ ６Ｃ「 Ｄ２

１５３
口県部外面ナデ
ロ顕部内面カキメ Ｓ３、ＭＩ ？（Ｄ４）

１５４ 内外面ナデ ＳＭ３ ３．２ ２４．７ 畦西側

１５５ 内外面ナデ ＳＭ３ Ｄ３，ＳＵ０４

１５６ 内外面ナデ ＳＭ４ Ｄ３

１５７
口顛部内外面ナデ
体部外面-一部ハケメ ＳＭ３ 畦西側

１５８ 内外面ナデ ＳＭ４，Ｌ２ Ｄ４

１５９ 内外面ナデ’
口頚部内面ハケメ ＳＭ３．Ｌ２ Ｄ３

１６０ 目頻部内外面ナデ
体部内外面ハケメ ＳＭ２ ０．６（１２．０） ７．４ １２．４ １２．２ １２．１ ６．６ ２．４ １．１５ １０．１５ ８１１ Ｄ３．ＳＵ０４

１６１ 口顕邸内外面ナデ
体郎内外面ハケメ

ＳＭ３ Ｄ４

１６２ 口頻部内外面ナデ
体部内外面カキメ

ＳＭ４，Ｌ３ １．２ １０．４ ８．９ ９．８ ３．１ １．２ ６ぎ Ｄ４

１６３ 体部外面ナデ、体部内面
カキメ、底部糸切り痕有 ＳＭ３ （１０．０） ４．６ Ｅ４？

１６４ 内外面ナデ Ｓ３，Ｍ２ （７．２） ６．２ Ｅ４

１６５ 把手 ＳＭ４ Ｄ３

１６６ ＳＭ４ Ｄ．Ｅ３区？

１６７ ＳＭ３、Ｌ３ Ｄ３，ＳＵ０４

１６８ 坏蓋 内外面磨き、天舟部削り Ｓ２ Ａ４ 黒色土器

１６９ 椀 内外面ほき、天井部削り Ｓ２ １．３ １１．９ Ｄ３．Ａ４

１７０ 内外面磨き、幻肖削り Ｓ２ ５．７ Ｄ３

１７１ 内外面暦き、天Ｊド部削り Ｓ３、Ｍ２ １２．１ １２、８ Ｄ３

１７２ 内外面暦き？
体郎外面ハケメ

Ｓ４，Ｍ２ ２．２ Ｚ０．２ Ｅ３

１７３ 甕？ 内外面ノヽケメ ＳＭ３、Ｌ４ （７．４） １０．４ Ｄ３、ＳＵ０４

１７４ 体部外面削り
体節内面一部ノヽ ケメ

ＳＭ３、Ｌ４ １１．７ Ｄ３、ＳＸ-０１

１７５ 甑 外面ハケメ Ｓ４、ＭＺ．Ｌ２ ＳＵ０３
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第３次調査区遠景（南西より石動山系を望む）

第３次調査区遠景（南東より眉丈山系を望む）
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第３次調査区近景（南東から）

重機による表土除去作業（南東から）
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人力による掘進作業（南東から）

人力による遺構掘り下げ作業（北東から）
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ＬＩＬ；ｊ万万ｔノ、フズ１ダプザ万ｊ４１１ムｊＳＵ０５～０８検出状況（東から）

掘り上がったＳＵ０５～０８（東から）

図
版
６



Ｄ・Ｅ-３・４区遺構検出状況（南東から）
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ＳＸ０１検出状況（南東から）

ＳＸＯｔ中心部（北東から）
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掘り上がったＳＸ０１（西から）

ＳＸ０１断面（南から）

図版１０



１

１４

３

●・●

須 恵 器 蓋

７

‥ ゛ １ 一 」 夕 遡 Ｓ ・ 一 一
ｌ ｆ Ｗ ・ - ・ ・ ミ ’ ｀

５

１１

図
版
‥
-



１６

２０

・ Ｔ ミ ニ Ｔ こ た
＼亀］型上士弛コ』・、、ニジ‘ジ

３１

ブ

４２

饗

須恵器蓋・有台 坏

２９

２０

２２

４６

４３

図版１２



図版１３

４０
ヤ９４ｊ

５６

６７

７４５！

Ｉ
Ｓ
１
０

４８

４Ｄ
７７５２

須恵器有台坏



７９

８１

９４

９６

１０１

須恵器無台坏

８０

８２

９５

１００

１０２

図版１４



ｎ９

１０４

１１３

１０８

１２８

須 恵 器 甕 ・ 壷 ・ 横 瓶

ｎ４

１１６

Ｈ７

１１８

１１９

図版１５



ａｓ゙ ・

４

１３０

１５９

１万……ｙｊ奏で万？；；

１３４

-７゙？．？-Ｆｓ゙？７ＳＳミ～、

言 ケ ヤ ニ ジ

１３８

ゝ

￥
、 ｙ

１４２

・１＝ご、？；．”’Ｉ．ｊＳトｙ、２` ≒・・ｌ’ぶか

且 づ１４６‾……ｓｉ１・で

ヤ
昌ノぐご

≒レじ恢ご咤ごｊｌぶとこ１」；ラｉｊＪｉヤズ．゙ ’‘ｌｊｒ・＝？ｌ・，，．７’嘱４１１１ＳＪｉ

ヤ に ｊ ｌ … … ブ １ ↓ 入 ゛ ‘ ゛ 聳 礼 謳 ∠ ノ ダ． １ ６ ２．ノス………ぐ，・，ぶ｜’ンペＸＩ` ：゙ヽ：--ニタ’／Ｔ

１７５

１３７

土 師 器甕

。、。；゙ 、；、で］にフト４；Ｓ回ら凌ｉ笑回習……弧芝̈ ゛ Ｓ ｉ ｊ 。 、 Ｉ ・ 。

１７６

１６３

図版１６



１゙７７

１７８

製塩土器

１８４

１８２

土製品・石製品

輔羽口片

１８３

１８６

図版１７



Ｐ - ４

１９１

１８９

Ｐ - ２

上段一巾ほから近世の遺物／下段一柱根

１９０

Ｐ - ３

図版１８



・ ， ‾ -

べ

【発掘調査参加者】

《四柳町》
《大町》
《金丸出町》
《酒井町》

坂 井 俊 次 坂 井 品 了 ・
浜 田 穣 今 井 勇

今 井 潔 溶 定 千 里
砂 １ ］ 外 次 郎 砂 田 正 子
川 ‾ 敬 ‾ 北 田 茂 治

《下曽祢町》岡山千代

宮 円 光 男
浜 田 誉

上１｜正則

黒 川 た ま え 大 島 と み 子

清 水 か ず 子 北 川 美 千 子 池 田 富 芙 子
砂 田 栄 子

四 柳 白 山 下 遺 跡 Ⅲ
平成６年３月３１「Ｉ発行

編集・発行石ＪＩＩ県羽咋市教育委員会

石川県羽咋市旭町アー２００番地
〒９２５電話（０７６７）２２-７１９５

印 刷 北 陸 コ ロ タ イ プ 印 刷


